
[標準様式例７－３］

業 務 の 名 称 Ｈ２３昭和花木園内植栽環境改良検討業務

契約担当官等の指名並
びにその所属する部局
の 名 称 及 び 所 在 地

分任支出負担行為担当官
関東地方整備局
国営昭和記念公園事務所長　伊藤亘

東京都立川市緑町３１７３

契 約 年 月 日 平成23年11月28日

契 約 業 者 名 （財）日本緑化センター

契 約 業 者 の 住 所 東京都港区赤坂１－９－１３

契 約 金 額 （ 税 込 ） \8,977,500

予 定 価 格 （ 税 込 ） \13,041,000

随意契約によることと
し た 理 由

　
　本業務を遂行するためには、高度な技術や経験を必要と
することから、花木園の間伐基本方針の検討などを含めた
技術提案を求め、公平性、透明性及び客観性が確保される
簡易公募型プロポーザル方式に準じた方式により選定を
行った。
　財団法人日本緑化センターは、技術提案書において総合
的に最も優れた提案を行った業者であり、上記業者と契約
を行うものである。

業 務 場 所 東京都立川市　国営昭和記念公園

業 種 区 分 土木建設コンサルタント

履 行 期 間 （ 自 ） 平成23年11月29日

履 行 期 間 （ 至 ） 平成24年3月23日

備 考

随意契約結果及び契約の内容

　花木園は大規模な剪定を実施してから約１０年が経過して
おり、望ましくない公園景観を呈している。本業務では、花
木園の設計趣旨を十分に踏まえ間伐の基本的な考え方、方針
を整理した上で、方針に基づき園内の樹木調査を行い、その
結果をもとに伐採すべき樹木を選別し間伐計画を立案するも
のである。

業 務 概 要


